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(2) 位相分割形通路方式の多段への拡張法を与えるとともに，増設性の点で 2 段位相分割構成が 1 段
位相分割構成と同様に，一層すぐれた特徴を発揮することを指摘している。
(3) 位相分割形通話路増設方式に適合した制御位相指定形分散制御方式を提案するとともに，ユニッ
ト分散形変換処理実行制御法としてハードウェア・スケジューリング法を提案し，これらの提案方
式の基本特性を明らかにして，回線増設の容易な時分割電子交換方式設計の指針を与えている。
以上のように本論文は，時分割電子交換機の構成法についていくつかの新しい知見を加えるだけで
なく，この分野における重要な課題であるシステムの分散可能性ならびにソフトウェアとハードウェ
アlの互換性について有用な示唆を与えており，通信工学ならびに情報工学の発展に寄与する所が大き
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よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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